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Ⅰ 埼玉県障害者雇用総合サポートセンター企業支援業務部門の紹介
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設 置 埼玉県産業労働部就業支援課 平成１９年５月開設

運 営 特定非営利活動法人サンライズ

所 在 地 埼玉県さいたま市浦和区北浦和5-6-5
浦和合同庁舎 別館1階
JR北浦和駅西口から徒歩10分

開 所 時 間 月曜日～金曜日
8:30～17:00



「障害者雇用を企業の力に」

企業による、

企業のための、

企業支援！
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基本方針
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障害者雇用率制度（民間）
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Ⅱ 雇用率制度



＜「数」が中心＞

・法律で義務付けられいるから

・コンプライアンスの問題

・やらされ感

・コスト増は仕方がない

・会社業績には結びつかない

・会社の成長や発展とは別物

・トップや本部の関心が薄い

・特定の部署への押し付け
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雇用率制度の落とし穴
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⇒ 考え方の転換

＜「成長」が中心＞

・会社成長へのステップ

・職場が助かる、社員に喜ばれることを考える

・生産性の向上を考える

・社員の能力を活かすことを考える

・社員の成長を考える

・障害者雇用は企業のイノベーションの鍵
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雇用率制度の落とし穴



•他の従業員が担当していた職務にそのまま従事させ

る。

•外注化している業務の内製化

•〇：業務により、障害者の能力の発揮ができる。

•▲：業務により、従事できる障害者は限られる。

既存の職務への配置
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職務内容の選定
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Ⅲ 業務の切り出し



•既存の職務を洗い出して、障害者が従事しやすいよう

調整する。（工程の改善、環境整備(人的サポート含

む）等）

•〇：従事できる障害者の幅が広がる

①職務の洗い出

し・調整

•既存の職務を切り出し、組み合わせ、一人分の職務に

再構成する。（工程を簡素化・定型化、細分化して集

中させる、外注や委託の見直し等）

•〇：従事できる障害者の幅がさらに広がる。

•▲：社内での調整が必要

②職務の切出し・

再構成
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職務内容の選定
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•これまで行われていない職務（誰かがやらねばならな
い、本当はやれたらよい）を作る。

•〇：個々の障害特性に応じた対応が可能。

•▲：準備や調整が必要。最初は労力がかかる。

③職務創出
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職務内容の選定
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「職務の洗い出し」を実施する

• 事業所内の職務を検討し、「誰かに頼みたい仕事、お手伝いをお願いしたい
仕事」を見つける。

→ 最初から「障害者ができる仕事」を探すと出てこないケースがあります。

• 方法１）事業所内で「仕事の切出し調査・アンケート」を実施する。
• 方法２）障害者担当や支援機関が職場見学をして、可能性のある作業を拾い
出す。

※ 社員が本来業務に注力できるようにする。

※ 社員が助かる、社員に喜ばれる仕事をピックアップする。
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氏名 提出日 ＮＯ．

作業名 内容・手順 難易度 頻度 時間帯 時間 担当

1 難・普・易

2 難・普・易

3 難・普・易

4 難・普・易

5 難・普・易

6 難・普・易

7 難・普・易

8 難・普・易

9 難・普・易

10 難・普・易

記入例

作業名 内容・手順 難易度 頻度 時間帯 時間 担当

1 屋外清掃
敷地内の草刈、落ち葉拾い、敷地外周を清掃
する。

難・普・易 週３回 １日 雨天中止 管財担当

2 院内郵便等の仕分
郵便物を届け先ごとに振り分け、棚入れす
る。

難・普・易 毎日 午前中 30分程度 総務担当

3 シュレッダー・封筒の整理
シュレッダーゴミの回収、コピー紙等の補
充・在庫管理、使用済み封筒の整理。

難・普・易 随時 指定なし 随時 総務担当

誰かに頼みたい業務の洗い出しシート

部署

切り出し・創出の支援ツール
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• 事業所内の職務（リストアップ化された作業）の中から、障害者雇用の職務
への再構成を検討する。

• 視点…手順・スケジュール化、判断基準の明確化、まとまった作業量のある
もの等を集約するなど

職務の切出し・再構成のポイント
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週間業務スケジュールシート

14

時間 月 火 水 木 金 土 日 備考

７：００

８：００

９：００

１０：００

１１：００

１２：００

１３：００

１４：００

１５：００

１６：００

１７：００

１８：００

１９：００

２０：００

週間業務スケジュールシート

備考
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参考）管理部門で働いているAさんの事例
事務補助作業…アナログ作業中心に組み立てた例

〇 コピー用紙、トナーの補充
〇 シュレッダー作業
〇 郵便物仕分け、配布
〇 帳票類スタンプ捺印等作業
〇 各種ダイレクトメール等の封入・発送作業
〇 事務用品（文具）の在庫管理
・消耗品等の在庫チェック
⇒不足分をリストアップ⇒発注作業⇒収納、格納

〇 事務所周辺部分のクリンネス作業
・給湯室の清掃、給茶機のメンテナンス
・新しい新聞や雑誌のセット＆処分
・会議室、ホワイトボード清掃、研修資料作成準備（コピー、丁合、
封入等）
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•問題の発生の有無にかかわらず、まずは就労支援機関との連携体制は構築して
おきましょう。

•就労支援機関に繋がっていない人は、機を捉えて、本人に必要性を伝えて同意
を得た上で、支援機関と連携することをお勧めします。

積極的に支援機関と連携

•生活面と就労面のサポートについて、バランスをとって役割分担することが大
切です。

•支援機関からは、助言を得るなどの間接的な連携から、指導や支援に実際に加
わってもらうなど直接的な介入まで柔軟に利用することができます。

•定期的に情報交換をする場を設けて積極的に支援機関と連携することで、トラ
ブルの発生を未然に防ぐことができます。

支援機関と連携して多面的に問題解決を図る
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支援機関との連携
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支援機関

企業

家族

医療機関

特別支援学校

埼玉県障害者雇用
総合サポートセンター行政・福祉機関

ハローワーク

主治医

障害者

17

産業医
課題
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障害者支援におけるネットワーク連携



１．出前企業内研修・勉強会について

精神保健福祉士や専門スタッフによる

研修や勉強会

障害者の雇用を進めるにあたり、障害特性をはじめ、

障害者雇用に関する研修や勉強会を

企業まで出向いて、実施しています。

参加人数は、1名以上

採用の検討段階～採用後まで希望の内容に応じて、

カスタマイズいたします。
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参考 出前企業内研修・勉強会について
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２．研修例 「障害者雇用」

①障害種別は身体・知的・精神です。

③従業員研修の実施

④受入体制の準備

・実習⇒採用面接⇒トライアル雇用、ジョブコーチの利用など

②受入準備

・設備などハード面

・障害に関する基本的理解

・構えずに普通に接する

・受入担当・受入方法などソフト面
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ご清聴ありがとうございました。

埼玉県マスコット｛コバトン｝


